
施策コスト（合計） 596,226千円 232,759千円 829,952千円

維持 維持
名古屋港の防災機能を強化し、背後地域の生命と財産を守
るため。

1工程 2工程 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。133,420千円 5年度

重施02
事02

大江川地区地震・津波対策事業
（事業推進課、環境担当）

大江川地区締切施設整備進
捗状況（全6工程）
【進行管理型】

2工程
6工程

順調 継続

拡大 拡大
名古屋港の防災機能を強化し、背後地域の生命と財産を守
るため、事業実施の一層の進捗を図る必要があるため。

1.07km 1.10km 1.30km 資源（財・人）の投入を拡大し、取
組を強化することによって、成果
をあげる必要がある。596,226千円 232,759千円 696,532千円 5年度

重施02
事01

防潮壁改良事業
（事業推進課）

整備延長（全9.6ｋｍ)
【進行管理型】

0.87km 1.04km 1.74km
4.2km やや

遅れ
継続

２．ＤＯ（施策を構成する各事務事業の取組内容・今後の方向性）

コード
事務事業名
（担当課名）

成果目標名
【指標型】

29年度 30年度 元年度

元年度
の状況

元年度実施事業に基づく評価結果

　　上段：成果目標　目標値
目標値
（5年度）

2年度以降の方向性
・事務事業の方向性を判断した理由
・目標年次の変更等の理由　等

　　中段：成果目標　実績値
成果 コスト

　　下段：事業費（単年度・人件費込・国費除く）

引き続き、ヒアリングや協議会への参画を通して更なる情報収集を図
り、関係者との協議を重ねながら情報通信技術の活用に向けて取り組
んでいきます。

引き続き、愛知県、四日市港管理組合及び名古屋四日市国際港湾㈱と
協力して、新たな連携施策を展開していきます。

１．ＰＬＡＮ（展開内容）

展開
発生が懸念されている大規模地震による津波から、港の利用者や背後地域の人々の生命と財産を守るため、地震・津波対策として防潮壁改良を行うなど、防護機能の強化を関係機関と連携しながら着実にすすめます。また、大江
川地区については、防護ライン変更に伴う防潮壁の整備を行うとともに、地震に伴う液状化による汚染土壌の拡散を防止する対策などをすすめます。

事務事業06　愛知県内３港連携・伊勢湾連携の推進

四日市港管理組合及び名古屋四日市国際港湾㈱と連携したポートセールスや、セミナー等
において県内３港連携のＰＲを行いました。また新たな連携施策として、愛知県、四日市港管
理組合とともに、伊勢湾の港湾ビジョンの策定（事務局：中部地方整備局）に参画しました。

構成事務事業の妥当性

適正・見直しが必要
（見直しが必要な場合、見直しの方向性を記入）

政策 Ⅱ 港湾の安全確保と大規模災害にも対応できる地域防災を目指した港づくり 施策推進
責任者

企画調整室長・建設部長
重点施策 2 地震・津波対策の充実・強化

政策Ⅱ　重点施策２

関係者調整を行いながら、事業を進めていきます。

関係者調整を行いながら、事業を進めていきます。

体制を強化した上で、国等の関係機関と連携し、関係者の理解を得な
がら、港湾計画への位置付けや国による護岸整備に向けて取り組んで
いきます。

学識経験者等の意見を聞きながら、港湾管理者としての利活用のあり
方の基本的な考え方を令和２年度を目途に整理し、関係者との議論を
重ねていきます。

国内外の先進事例を参考にしながら、官民が連携して取組を進める必要があ
ります。

港湾を取り巻く環境変化や利用者ニーズに対応した連携施策を、さらに展開し
ていく必要があります。

事務事業01　飛島ふ頭地区ふ頭再編改良事業

国と協議を行い、飛島ふ頭東側コンテナターミナルR1岸壁の水深15m化、耐震化の改良工
事を国が実施しました。

国と協議し、水深12ｍの岸壁（1・2突間）の整備を国が実施し、本組合は、背後の保管用地
の造成を行いました。

事務事業03　新たな土砂処分場の確保

関係機関と協力して環境影響評価準備書及び評価書の手続きの調整を行い、令和２年３月
に国により評価書の公告・縦覧が行われました。

事務事業04　ポートアイランド利活用のあり方検討

機能面から見た名古屋港の現況、課題、取り巻く状況を整理し、学識経験者等の意見を聴
取しながら、ポートアイランド利活用の可能性を検討しました。

事務事業05　名古屋港の物流効率化に向けた情報通信技術の活用

物流情報の電子化等について、関係者へのヒアリングや国が設置した協議会への参画を通
し、情報収集を進めました。

事務事業02　金城ふ頭地区ふ頭再編改良事業

船舶の大型化や施設の老朽化に対応するため、コンテナターミナルの荷役作
業に大きな支障が出ないよう、事業を進めていく必要があります。

完成自動車の取扱拠点の分散による非効率な荷役形態の改善や、船舶の大
型化への対応を図るため、着実に実現する必要があります。

引き続き、必要な手続きを進めるため、関係機関が連携していく必要がありま
す。

港内に残された大きな可能性を有した空間であり、物流、産業、交流、環境、
安全などの利用が想定されることから、港湾管理者としての利活用のあり方を
整理する必要があります。

元年度に取り組んだ内容 課題 2年度以降の取組方針

7,682千円 7,614千円 5年度

施策コスト（合計） 1,532,616千円 2,331,842千円 4,516,547千円

順調 継続

維持 維持

連携施策をさらに展開していく必要があるため。3施策 4施策 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。7,667千円

重施01
事06

愛知県内３港連携・伊勢湾連携の推
進

（企画担当）

連携する施策数
【進行管理型】

3施策
6施策

コンテナ船の大型化等に対応するためのコンテナ取扱機能のさらなる強化や、効率的な完成自動車輸送に向けた完成自動車取扱機能の集約・拠点化等、ふ頭再編への取組を積極的にすすめます。また、AI、IoTなど情報通信技術
の活用によるコンテナターミナルの生産性向上やポートアイランドの利活用等、次世代への施策展開につなげていく取組を、関係者と連携しながらすすめます。
港湾整備等に伴い発生するしゅんせつ土砂を長期的・安定的に処分するための新たな土砂処分場の早期確保の取組を、関係者と連携しながらすすめます。
県内3港（名古屋港、衣浦港、三河港）と背後産業のサプライチェーン全体の生産性向上を目指して、関係者が連携して港湾物流機能強化施策に取り組みます。さらに効果的な取組となるよう、伊勢湾全体での広域的な連携もすす
めます。

３．ＣＨＥＣＫ（元年度の取組内容など） ４．ＡＣＴＩＯＮ（課題・2年度以降の取組方針）

国や民間事業者の取組と連携して進めていく必要があるた
め。

3回 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。

維持 維持

9,445千円 5年度完了

3回
3回

順調 継続

目標
値どお
り

継続
重施01
事05

名古屋港の物流効率化に向けた情
報通信技術の活用
（企画担当）

情報共有や協議の回数
【単年度管理型】

重施01
事04

ポートアイランド利活用のあり方検
討

（企画担当）

検討の進捗状況（全３工程）
【進行管理型】

1工程
3工程（累計）

9,676千円 5年度

拡大 拡大
作業体制を強化して、完了していない港湾計画への位置づけ
等の工程の進捗を図る必要があるため。

2工程 2工程 3工程 資源（財・人）の投入を拡大し、取
組を強化することによって、成果
をあげる必要がある。3,217千円 3,227千円 18,348千円 5年度

維持 維持
利活用に係る港湾管理者としての基本的な考え方を整理す
る必要があるため。

1工程 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。

重施01
事03

新たな土砂処分場の確保
（海域企画担当）

新たな土砂処分場の確保に
向けた進捗状況（全5工程）

【進行管理型】

2工程 2工程 4工程
5工程（累計） やや

遅れ
継続

維持 維持
背後のものづくり産業の国際競争力強化に向けて、完成自動
車輸送機能の集約・拠点化を着実に進めていく必要があるた
め。

2工程 3工程 3工程 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。1,034,791千円 1,420,450千円 2,246,447千円 3年度完了

重施01
事02

金城ふ頭地区ふ頭再編改良事業
（事業推進課）

金城ふ頭地区岸壁（水深12
ｍ）（新規）整備進捗状況（全

5工程）
【進行管理型】

2工程 3工程 3工程
5工程（累計）

順調 継続

6工程（累計）
順調 継続

維持 維持
船舶の大型化や施設の老朽化に対応するため、着実に事業
を進めていく必要があるため。取組及び資源（財・人）の投入は

妥当である。現状を維持する。

重施01
事01

飛島ふ頭地区ふ頭再編改良事業
（事業推進課）

飛島ふ頭地区岸壁（水深15
ｍ）（改良）整備進捗状況（全

6工程）
【進行管理型】

1工程 3工程 3工程

2工程 3工程 3工程

486,941千円 900,483千円 2,225,017千円 5年度完了

　　上段：成果目標　目標値
目標値
（5年度）

2年度以降の方向性
・事務事業の方向性を判断した理由
・目標年次の変更等の理由　等

　　中段：成果目標　実績値
成果 コスト

　　下段：事業費（単年度・人件費込・国費除く）

２．ＤＯ（施策を構成する各事務事業の取組内容・今後の方向性）

コード
事務事業名
（担当課名）

成果目標名
【指標型】

29年度 30年度 元年度

元年度
の状況

元年度実施事業に基づく評価結果

重点

企画調整室長・建設部長
１ 国際産業戦略港湾の実現に向けた取組の強化

政策

重点施策

１．ＰＬＡＮ（展開内容）

展開

重点施策評価シート 対象事業年度 令和 元 年度

Ⅰ 国際競争力及び産業競争力の強化と港湾物流の環境変化に対応した港づくり 施策推進
責任者

政策Ⅰ　重点施策１



構成事務事業の妥当性

適正・見直しが必要

「低炭素化の取組の推進」については、令和元
年度の検討の結果、CO2削減効果やコスト面で
有効な再生可能エネルギー電気の調達を進める
こととしたため、それにあわせて成果目標及び
工程を変更します。

ＬＮＧバンカリング拠点形成に向けたインセンティブ（ＬＮＧ燃料船及びＬＮＧ燃料供給船の入
港料減免）を創設するとともに、民間事業者との協議を重ね、ＬＮＧ燃料船の普及並びにＬＮ
ＧバンカリングのＰＲを目的とした実証実験を実施しました。

LNG燃料船及びＬＮＧ燃料供給船の令和５年度の目標入港隻数８０隻を目指
し、まず本港へ円滑かつ安全に入港してバンカリングを実施できる環境を、関
係者が協力して整えることが必要です。

LNG燃料船及びLNG燃料供給船の本港への配船の動向を注視しなが
ら、ソフト面やハード面において必要な環境を関係者で協力して整えて
いきます。

事務事業01　低炭素化の取組の推進
本組合施設を対象に再生可能エネルギー導入の可能性について検討し、CO2削減効果やコ
スト面で、新たな施設整備より、再生可能エネルギー電気の調達が有効であることを確認し
ました。また、道路照明・庁舎・荷捌き地・上屋の照明設備のＬＥＤ化について検討しました。
名港トリトンライトアップ設備については今後のあり方を検討するとともに、既存ライトアップ
設備の維持補修を行いました。

再生可能エネルギー電気の調達のスケジュール等の検討調整、照明設備のＬ
ＥＤ化における利用者調整を進めていく必要があります。また、名港トリトンライ
トアップについては関係者において方針をとりまとめる必要があります。

本庁舎及び港湾会館への再生可能エネルギー電気の調達に向けて取
り組むとともに、その他の施設への導入についても検討を進めます。ま
た、照明のＬＥＤ化について引き続き取り組んでいきます。
名港トリトンライトアップのあり方について関係者で検討を重ねます。

事務事業02　LNGバンカリング拠点形成の支援

施策コスト（合計） 36,860千円

３．ＣＨＥＣＫ（元年度の取組内容など） ４．ＡＣＴＩＯＮ（課題・2年度以降の取組方針）
元年度に取り組んだ内容 課題 2年度以降の取組方針

維持 維持

引き続き、ＬＮＧ燃料船の寄港を促進する必要があるため。３回 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。3,670千円

重施04
事02

LNGバンカリング拠点形成の支援
（企画担当）

情報共有や協議の回数
【単年度管理型】

３回
３回 目標値

どおり
継続

維持 維持
第4次名古屋港管理組合地球温暖化対策実行計画の目標達
成に向け、CO2削減を進める必要があるため。

1工程 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。33,190千円 5年度

重施04
事01

低炭素化の取組の推進
（環境担当）

新たな再生可能エネルギー
の導入に向けた進捗状況（全

4工程）
【進行管理型】

1工程
4工程

順調 継続

２．ＤＯ（施策を構成する各事務事業の取組内容・今後の方向性）

コード
事務事業名
（担当課名）

成果目標名
【指標型】

29年度 30年度 元年度

元年度
の状況

元年度実施事業に基づく評価結果

　　上段：成果目標　目標値
目標値
（5年度）

2年度以降の方向性
・事務事業の方向性を判断した理由
・目標年次の変更等の理由　等

　　中段：成果目標　実績値
成果 コスト

　　下段：事業費（単年度・人件費込・国費除く）

老朽化した護岸の改良・補修を実施するとともに、プロムナード整備に向けて基本計画の作
成を行いました。また、東支線においては底層改善策の調査および遊休地の保全対策の検
討を行いました。

護岸の改良・補修や覆砂、プロムナード整備の円滑な実施に向け、地域の理
解を得ながら行っていく必要があります。

地域の理解を得ながら、老朽化した護岸の改良・補修や覆砂、プロム
ナード整備に取り組みます。

１．ＰＬＡＮ（展開内容）

展開
照明設備のLED化などの省エネルギーの推進、太陽光等の再生可能エネルギーの利用拡大など、低炭素化に向けた取組を積極的にすすめます。また、船舶の排出ガス規制が強化されることに伴い、インセンティブの活用により
LNG燃料船の入港を促進するなど、LNGバンカリング拠点形成の支援に取り組みます。

構成事務事業の妥当性

適正・見直しが必要
「ガーデンふ頭再開発の推進」について、新型コロ
ナウイルス感染症の影響を見極めながら成果目標
について見直しも含めて検討します。

政策 Ⅲ 環境にやさしく、夢・うるおい・にぎわいのある親しまれる港づくり 施策推進
責任者

企画調整室長
重点施策 4 港湾活動のグリーン化

政策Ⅲ　重点施策４

事務事業01　ガーデンふ頭再開発の推進

名古屋港水族館との連携や既存施設の利活用の検討、港湾業務機能の移転に向けた港湾
関係者との調整、国有港湾施設の取得に向けた国との調整など、基本的な内容の具体化に
取り組みました。

再開発の推進に際しては、新型コロナウイルス感染症の影響を注視していく必
要があります。また、関係者との調整や民間事業者との意見交換を重ねなが
ら検討していく必要があります。

新型コロナウイルス感染症の影響による社会経済情勢やにぎわいの回
復状況等を見極めつつ、関係者との調整や民間事業者との意見交換を
行いながら、再開発の方向性を再整理し、具体化に向けて取り組みま
す。

事務事業02　中川運河にぎわいゾーンの魅力向上

施策コスト（合計） 53,817千円 125,118千円 267,819千円

３．ＣＨＥＣＫ（元年度の取組内容など） ４．ＡＣＴＩＯＮ（課題・2年度以降の取組方針）
元年度に取り組んだ内容 課題 2年度以降の取組方針

維持 維持
うるおい・にぎわいに寄与する水辺に親しむ機会の創出に向
け、にぎわいゾーンの魅力を向上させ、中川運河の再生を図
る必要があるため。

1工程 1工程 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。9,504千円 65,815千円 213,792千円 5年度

重施03
事02

中川運河にぎわいゾーンの魅力向
上

（金城・中川・南５区担当、環境担
当）

中川運河覆砂進捗状況(全4
工程)

【進行管理型】

1工程
4工程

順調 継続

維持 維持
港のにぎわいの創出に向け、ふれあい・交流拠点であるガー
デンふ頭において再開発を推進し、集客力強化や機能向上
などを図る必要があるため。

1工程 1工程 1工程 取組及び資源（財・人）の投入は
妥当である。現状を維持する。44,313千円 59,303千円 54,027千円 5年度

重施03
事01

ガーデンふ頭再開発の推進
（総合開発課）

ガーデンふ頭再開発の進捗
状況（全3工程）
【進行管理型】

1工程 1工程 1工程
3工程

順調 継続

２．ＤＯ（施策を構成する各事務事業の取組内容・今後の方向性）

コード
事務事業名
（担当課名）

成果目標名
【指標型】

29年度 30年度 元年度

元年度
の状況

元年度実施事業に基づく評価結果

　　上段：成果目標　目標値
目標値
（5年度）

2年度以降の方向性
・事務事業の方向性を判断した理由
・目標年次の変更等の理由　等

　　中段：成果目標　実績値
成果 コスト

　　下段：事業費（単年度・人件費込・国費除く）

大江川地区締切施設等の新設については、大江川地区の土質調査を行い、地震・津波にも
対応する河口部締切護岸の設計業務（事業化基礎調査）を発注し、進めています。また、施
設整備にあたって必要となる海岸保全区域の変更手続きを行いました。
汚染土壌対策については、名古屋市と協同し、公有水面埋立に向けた環境影響評価や設計
を進めています。

大江川地区締切施設の整備に必要な国の補助事業枠を確保する必要があり
ます。また、周辺関係者との調整を行いながら事業進捗を図っていく必要があ
ります。
地震時に汚染土壌が噴出しないよう対策を講じていく必要があります。

引き続き、事業化調査を行い、大江川地区締切施設の整備に必要な国
の補助事業枠の確保に努め、関係者調整を行い整備の進捗を図ってい
きます。
汚染土壌を盛土により封じ込めるための設計や、公有水面の埋立に必
要となる環境影響評価手続きを進めていきます。

１．ＰＬＡＮ（展開内容）

展開
ガーデンふ頭では、「多くの人々を呼び込むにぎわいの創出」、「人々が長くふ頭に滞在できるくつろぎの場の提供」を基本方針として、民間事業者の資金とノウハウをいかした取組をすすめます。また、中川運河にぎわいゾーンの魅
力向上に向けて、覆砂による底層環境の改善や水循環による水質改善などに取り組み、人々が水辺に親しむ機会の創出に努めます。

構成事務事業の妥当性

適正・見直しが必要
（見直しが必要な場合、見直しの方向性を記入）

政策 Ⅲ 環境にやさしく、夢・うるおい・にぎわいのある親しまれる港づくり 施策推進
責任者

企画調整室長、建設部長
重点施策 3 にぎわい創出に向けた再開発の推進

政策Ⅲ　重点施策３

事務事業01　防潮壁改良事業

築地東ふ頭地区、昭和ふ頭地区、潮見ふ頭地区の防潮壁改良を行うとともに、大手ふ頭地
区、大江ふ頭地区、昭和ふ頭地区、潮見ふ頭地区の土質調査及び設計を行いました。
さらに、老朽化対策として、船見ふ頭地区の設計を行いました。
また、事業進捗を図るため、国への要望活動を行い、補助事業化が認められました。

引き続き国への要望活動を行い、事業規模の拡大を図る必要があります。ま
た、防潮壁背後には事務所等が立地し、狭あいな場所での施工となるため、利
用者調整を行いながら事業進捗を図っていく必要があります。

防潮壁の改良は、事業規模の拡大を図るとともに、背後地の利用者調
整を進め、整備進捗を図っていきます。

事務事業02　大江川地区地震・津波対策事業

３．ＣＨＥＣＫ（元年度の取組内容など） ４．ＡＣＴＩＯＮ（課題・2年度以降の取組方針）
元年度に取り組んだ内容 課題 2年度以降の取組方針


